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2020年〜2021年
ライオンズスローガン（テーマ）

☆国際会長テーマ　　L.ジュンヨル・チョイ
　『We Serve』

☆334複合地区スローガン
　「セカンドセンチュリー組織と奉仕に魂を！」

☆334-E地区　地区スローガン
　「We serve with you!」
　ーよりシンプルに、よりスリムに、
　 よりクリアに！ー



このたび、長野中央ライオンズクラブ第56代会長を拝命いたしました。昭和・平成・
令和と連綿と続く長い歴史と伝統を引き継ぐ責任の重さに身の引き締まる思いです。

さて今年2020年は、３月以降新型コロナウィルス感染症対策のため、ライオンズク
ラブ関係の活動も自粛が続いており、さらに緊急事態宣言は解除されたものの、未だこ
の先が見通せない状況にあります。７月～12月までは、書面を中心とした理事会・例会・
委員会活動をお願いすることになりますが、何卒よろしくお願いいたします。

このように、ライオンズクラブ関係の活動の本格的な再開が予想できない中、56期
の会長スローガンは、『この先の再生を目指して！　思いやりの奉仕』とさせていただ
きました。

「再生」という言葉には、「落ち込んだものが元に戻ること」との意味があり、自粛を余儀なくされて、どのような活動
が実現できるかわからない状況の56期、現状から元の活動ができる状態に戻ることを目指しながら、そして願いながら、
周りの人に地域に優しく、思いやりを持って奉仕を行ってまいりたいと思います、そんな意味を込めたスローガンです。

なお、下半期の活動については、一旦は計画・財務委員会からの年間計画のとおりの予定といたしますが、今年の11
月ごろ、新型コロナに関する社会情勢などを鑑み、あらためて計画の確認を行いますので、計画が変更される可能性もあ
りますこと、ご理解・ご了承をお願いいたします。

また、56期は2R3Zのゾーンチェアパーソンを当クラブのL.若林秀幸が務められます。クラブ一丸となって、L.若林秀
幸ゾーンチェアパーソンを応援してまいりたいと思いますので、皆様のご協力をお願いいたします。

１年間、会長スローガンのもと、皆様のご協力をいただきながら進行してまいりたいと思いますので、よろしくお願い
いたします。

長野中央ライオンズクラブ 56期新役員の挨拶

第56期幹事の大役を仰せつかりました。最初にL.和田会長から「上半期は活動を自
粛したい」とのお話をお聞きしたときには驚きましたが、その後、再三にわたり、議論
と検討を重ね、今期の方針に至りました。会長スローガン『この先の再生を目指して！
思いやりの奉仕』に沿ったクラブ運営が実現できますよう、努めてまいります。

例年の活動の中では、継続事業を実施することに精一杯になりがちで、さまざまな環
境が変化していく中、真に社会から求められる奉仕や将来に向かっての新たな奉仕など
について、じっくり考える余裕がないように思われます。上半期の半年間は、あらため
て「奉仕」について考える時間にも充てたいと思います。１年間、会員の皆様のご協力
をよろしくお願いいたします。

 幹事　L.伊藤　　博

第56期会計を仰せつかりましたL.前田でございます。
今期L.和田会長のスローガン「この先の再生を目指して！思いやりの奉仕」に込めら

れた思いを胸に、過去に例を見ない程のコロナ禍による経済状況悪化の中で、お預かり
いたします会費を、理事会・例会で承認された予算計画に沿って、適切に運用させてい
ただきます。

何分にも未熟者ではございますが、誠心誠意努めてまいります。
ご指導ご鞭撻の程、よろしくお願いいたします。

 幹事　L.前田　裕子

 会長　L.和田　正彦



このたび、第56期の第一副会長を拝命いたしました海野正信です。 
コロナ禍の折、書名例会となっております。１月以来、この国や行政の危機管理能力

の脆弱さや感染防止対策の希薄さが露呈し、さらに人々の差別や偏見も露呈しています。 
だからこそ、L.和田会長のスローガンのように「この先の再生を目指して」の「思い

やりの奉仕」が積極的に実行されなければなりません。自粛も大事ですが、疑心暗鬼に
委縮してはインターコロナ（コロナとコロナの間との自覚）時代において、ビヨンド・
コロナ（個人的な生き方、社会のあり方における変革）に到達できません。

会員やご関係者皆様の安全とご健勝を念頭に置きつつ、１年を通じての的確かつ柔軟
なご指導とご協力をよろしくお願い申し上げます。 「（説法）獅子吼で WE SERVE」

このたび、第56期の第二副会長の大役を仰せつかりました鹿住みよ子でございます。 
L.和田会長のスローガン「この先の再生を目指して！ 思いやりの奉仕」のもと、市

民奉仕・環境保全、YCE・少年少女指導・LCIF、視聴覚障がい者福祉・四献推進の各
委員会の皆様とともに、一生懸命頑張ってまいります。

今年は、コロナの影響でなかなか活動できず、歯がゆい思いで一杯です。どういう活
動ができるのか、皆で考え、話し合い、実行していきたいと思います。

１年間、皆様のご指導・ご協力をよろしくお願い申し上げます。

このたび、長野中央ライオンズクラブ第56期の第三副会長を拝命いたしまして、身
の引き締まる思いでございます。今期、L.和田会長のスローガン「この先の再生を目指
して！ 思いやりの奉仕」の意義をしっかりと受け止め、学び、実践に努めてまいりた
いと思います。指導力育成（GLT）・会則付則・友好親善・接待・大会・会員厚生委員
会の活動につきましては、下半期を中心に委員長と相談の上、会長方針に沿い、しなや
かに聡明に対応していく所存でございます。

今だからこそ必要とされる「思いやりの奉仕」に向けて、会員の皆様のご指導・お力
添えを賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

 第三副会長　L.﨤町とも子 

第56期ライオンテーマを仰せつかりました 大塚紀江と申します。昨年７月入会をさ
せていただき、一年間でやっと会員の方々との交流もでき、活動の内容が理解できるよ
うになったところで、今期の大役を仰せつかりました。

世の中は、新型コロナ感染拡大により WHOから緊急事態宣言が発令されてから半
年、世界中 、日本、長野も過去にない状況下が未だ続いています。しかし、気持ちだ
けは決してひるむことなく元気に立ち向かっていきたいと思っています。

大役ですが、私なりに 先輩方々にご指導いただきながら皆様のお力になれるよう精
一杯務めさせていただきたいと思いますので、何卒宜しくお願い致します。

 ライオンテーマー　L.大塚　紀江 

第56期テールツイスターを務めさせていただきます。今年３月以降は新型コロナウ
イルス感染拡大防止対策により、活動も自粛ムードが続いており、未だ先行きが見えな
い状況下にある中ではありますが、会長スローガン『この先の再生を目指して！思いや
りの奉仕』のもと、今できる活動を模索しながら、次へとつなげていかなければなりま
せん。一日も早い例会の再開、そして会員皆様との再会を心より祈念いたします。

 テールツイスター　L.小林　　学 

 第一副会長　L.海野　正信

 第二副会長　L.鹿住みよ子 



計画財務委員長　L.中島　英明 会員・会員増強（GMT）　　　
・家族会員（FWT）委員長

　L.宮下　正典

出席委員長　L.大久保　健 PR・情報・記録保存・会報・ 　
IT委員長  　L.小山　卓延

第56期　各委員長の紹介・委員会年間計画〔一部抜粋〕

【活動計画及び活動内容について】
計画財務委員会では、今期会長スローガン「この先の再

生を目指して！思いやりの奉仕」の方針と、昨今のコロナ
禍の社会情勢を鑑みて、56期前期は基本活動自粛、後期
からの活動再開という方針で活動計画を作成いたしまし
た。

また、予算につきましては、会員の皆様の負担を抑えら
れるように経費の削減に努め、有効な事業運営への重点配
分を考慮し、決定いたしました。

【委員会担当例会】
〇令和３年９月24日　９月第二例会　書面例会
〇令和３年３月 ３月第一例会　資金獲得例会
　※ コロナ禍のため、実施は不確実ですが、ヒオキ楽器

様のご協力のもと実施したいと思います。
 （獲得目標資金30万円）

第56期の上半期は、新型コロナウイルス感染症の拡大
を防止するため、クラブの活動を自粛することが決定され
ました。

活動自粛中に会員増強を図ることは困難だと思われる一
方、大変なご苦労をされている会員の中には退会を希望さ
れる方が出てくることも予想されます。

しかし活動自粛後の下半期に、第56期会長スローガン
である「この先の再生を目指して!　思いやりの奉仕」の
下、ライオンズ活動を再開するためには会員の減少を食い
止める必要があります。

そこで今期は、上半期・下半期を通じて退会者を少なく
する努力を続け、また下半期の活動再開後には、現在まで
行われていない第55期の新入会員の入会式を行い、会員
相互の親睦を図ると共に、更なる新入会員の獲得に努めま
す。（下半期を中心に新入会員３名を目標）

上半期（７月～12月）の委員会の活動計画および活動内容
１．出席委員会の目標・方針（上半期）
　・ 上半期は理事会、例会が書面例会となる為、出席率目

標の設定はありません。
　・ 下半期は例会の実施計画が確認された段階で、目標・

方針を設定します。
２．担当例会の詳細実施計画と運営
　・ ８月第二例会　ガバナー公式訪問 

 （ホストクラブ；長野篠ノ井LC）
　　　※ 活動自粛中ではありますが、会員皆様のご参加を

よろしくお願いします。
　・12月第一例会　書面例会
　・１月第一例会　2R新年合同例会 
 （ホストクラブ；長野グリーンシティLC）
　・６月第二例会　新旧役員歓送迎例会
３．弔事（通年）
　　〇葬儀受付への対応
　　　１）時間前に会場入りする
　　　２）喪主と打ち合わせ後、受付準備に入る
　　　３）受付
　　　４）参列者を確認後、事務局に報告する

◇委員会の役割
「長野中央ライオンズクラブの諸活動を広く・深く・判

りやすく内外に伝え、記録保存に努めること」

◇行なうべき任務／概要
　1．市内マスコミへの対応 （適宜）
　2．会報の発行 （年４回）
　3．各種アクティビティーのＰＲ （適宜）
　4．自クラブ会員名簿の整備 （年４回）
　5．ホームページの更新 （適宜）
　6．フェイスブックへのアップ （適宜）
　7．担当例会の運営 （年２回）

◇行なうべき任務／詳細（抜粋）
2．会報の発行

なお、上半期の会報は、通年のように活動報告からの紙
面制作ができないので、例会担当の各委員会に１例会につ
き、会報１頁分の原稿を作成いただき、会報を作成する。
　※原稿内容としては、
　　・各委員会の委員のコラム
　　・各委員からの一言
　　・委員会活動の紹介　など



市民奉仕・環境保全委員長
　L.西野　　明

視聴覚障がい者福祉・
四献推進委員長

L.田部　孝治

YCE・少年少女指導・LCIF委員長
　L.傳田　清一

指導力育成（GLT）・会則付則・
友好親善・接待・大会・

会員厚生委員長
　L.東澤　一也

第56期　各委員長の紹介・委員会年間計画〔一部抜粋〕

１．年間委員会活動方針について
　・第13回フ－ドドライブ事業の開催
　　　⇒ 日時、場所未定
　　（昨年実績）
　　場所： 長野駅 東西自由通路（贈呈式も同会場）
　　内容：予算は28万円程。
　　　　　2R13クラブへの後援依頼を頼む
　　※下期　改めて計画する

２．年間例会計画について
　・8/12（木）　 8月第一例会（書面例会）委員会年間計

画発表例会にて⇒年間計画発表
　・10/8（木）10月第一例会担当（書面例会）
　・2021.4/8（木）４月第一例会担当
　　上越中央LC合同例会（ホスト：長野中央LC）

３．その他
　　・ 長野県包括連携協定に基づく2R合同千曲川河川敷

の清掃の参加協力（ホスト：長野中央LC）

１．該当献血運動
　年間　２回　全ライオン参加にて
①上半期の１回目【活動自粛期間中】
　 　活動自粛に伴い、街頭献血活動（ポケットティッシュ）

等の配布活動は行わず、毎月の献血バス運行スケジュー
ル等を会員に周知し、知り合いへの呼びかけ及びSNSを
活用した告知活動・献血推進活動など、新たな奉仕形態
にて実施予定。

②下半期の２回目【活動自粛解除後】
　　2021年２月６日（土）予定
　　　10:00～15:00（未定）会場：未定

２．献血サーブデイ
　年間３回　10：00～11：00（１時間）
　なお、2020年７月～12月の間においては、活動自粛に伴
い、街頭献血活動（ポケットティッシュ）等の配布活動は行
わず、献血バス運行スケジュール等を会員に周知し、知り合
いへの呼びかけ及びSNSを活用した告知活動・献血推進活動
など、新たな奉仕形態にて実施予定。

１．中学生サッカー大会について
　 　令和２年５月12日長野市サッカー協会様より中止の

ご連絡あり、今期は開催されません。

２．担当例会運営について
（1）10月第２例会（10月22日）　（書面例会）
　　 　活動内容としましては、委員の写真を添えて自己紹

介文を掲載させていただき、本人の趣味や意外な一面
に触れる機会となるようにいたします。

（2）12月第２例会（12月17日）
　　 　家族とともにクリスマス会を当委員会担当にて実施

いたします。会員並びにご家族一同に会して楽しめる
企画を計画いたします。

（3）５月第１例会（５月13日）　新緑例会

３．ＬＣＩＦ献金への依頼活動
　今年度のＬＣＩＦ献金については、会長方針で進めます。

友好親善・接待・大会 関連
☆2R・2R3Z内関連行事 
　①3Ｚガバナ－公式訪問
　　2020年８月29日（土）（予定）於：ホテル国際21
　　（ホスト 長野篠ノ井LC）
　②2Ｒ新年合同例会
　　2021年１月12日（火）　於：ホテル国際21
　　（ホスト 長野グリーンシティLC）
　③2Ｒ会員セミナ－　（ホスト2Ｒ1Z 中野LC）
　④北信地区聴覚障がい者ボウリング大会
　　2021年３月６日（土）　（予定）
　　（ホスト 2Ｒ3Z　長野中央LC）
　⑤3Ｚコミュニケーションボウリング大会
　　2021年２月27日（土）　（予定）
　　（ホスト 長野中央LC）

☆姉妹友好クラブ・親子クラブ　周年＆合同例会行事
　①長野篠ノ井ＬＣ合同例会 
　　ホスト：長野篠ノ井LC　2021年（未定）
　②上越中央ライオンズクラブ合同例会
　　2021年４月８日（木）
　　ホスト：長野中央LC



2R3Z　ゾーンチェアパーソン

2R　地区GST（奉仕事業）委員

2R3Z ZC　L.若林　秀幸

2R 地区GST委員　L.有賀　良和

今期、334-E地区2R（リジョン）3Z（ゾーン）のゾーンチェアパーソンを
拝命いたしました。当クラブも所属する3Z６クラブ（長野篠ノ井LC、長野白
樺LC、長野みずずLC、長野りんどうLC、信州新町LC、長野中央LC）の取り
まとめ役として尽力してまいります。

今期はコロナ禍中で、どのクラブも活動に苦慮されておりますが、地域から
求められる奉仕を実現していくためには、近隣のライオンズクラブとの連携が
たいへん重要です。お互いのクラブのアクティビティを協力し合いながら実施
していくことがより求められております。

当クラブのメインのアクティビティである「フードドライブ事業」にも3Z
の皆様から多大なご支援をいただいております。今期も引き続き、3Zの皆様
との親睦・交流を深め、協力支援体制をお願いしたいと思います。来年２月に
は、3Z合同事業である毎年恒例の「3Z交流ボウリング大会」が予定されてお
ります。こちらは、当クラブがホストクラブとなっておりますので、皆様のご
協力をお願いいたします。１年間、何卒よろしくお願いいたします。

地区奉仕事業委員（GST）について
今期新しく地区GST委員会（奉仕事業委員会）が設立しました。
これは昨年の地区GMT・GLT・GST委員会の一部と地区環境保全委員会と

地区四献・視聴覚障がい者福祉・糖尿病教育委員会の３つが合体した委員会と
なります。

主な活動計画としまして『第33回平和ポスター・コンテスト』の募集,臓器
移植推進（献血・献眼など）、スペシャルオリンピック支援と言う事で来年３
月６日予定の『第34回北信地区視聴覚障がい者の人たちとのふれあいの集い
ボウリング大会』の支援、来年の５月予定の2R合同河川清掃等を計画してお
ります。

又、委員長の方からは　古眼鏡収集やLCIフォワードの推進にあたって糖尿
病・視力保護・食料支援・環境保護・小児がん等の事業を計画して実施したい
と言われており、このような奉仕事業も計画し活動して行きたいと考えており
ます。

コロナ禍ではありますが、以上のような活動が決定した際には皆様、ご協力
のほどよろしくお願い申し上げます。

ライオンズクラブ入門講座

就任の挨拶

就任の挨拶

知っておきたい
あらためて

ライオンズクラブのモットー
「We Serve（われわれは奉仕する）」
　このモットーは1954年、国際協会が募集したコンテストの
応募作品の中から、カナダ・オンタリオ州フォントヒル ライ
オンズクラブの L.スティーブンソンの作品が採択されたもの
である。主語が「私」ではなく「われわれ」であるところに
ライオンズクラブの特徴がよく現れている。皆が力を合わせ
て人道奉仕を行う。助け合う。
そういう組織のモットーである。

※ライオン誌日本語版委員会編 第３版第４刷
　ライオンズ・スクール初級編 ライオンズクラブ入門 より抜粋

スローガン
「 Liberty, Intelligence, Our Nation’s Safety（自由を守り、
知性を重んじ、われわれの国の安全をはかる）」
　1917の最初の会議でライオンズクラブの名称が決定した
時、これはまだ百獣の王ライオンが象徴する強さや高潔さと
いったあらゆる善なるイメージを意図するだけのものであ
り、中には名称変更を希望する会員もいた。しかし1991年に
行われた第３回大会でコロラド州デンバーの L.ハルステッド・
リッターが行った演説により、異議を唱える者はなくなった。
　「 LIONSの綴りは我々がアメリカ市民としての真の意義と基
盤を持つことを広く国民に宣言するものです。すなわち L は
Liberty、I はIntelligence、O、N、SはOur Nations Safety、
これらの頭文字を組み合わせたものです。」
　そしてこれが、ライオンズクラブのスローガンとなったの
である。



例会ニュース
７月第二例会　≪書面例会≫  ７月22日（水）

 　PR･情報･記録保存･会報･IT委員長　Ｌ．小山　卓延

８月第二例会　≪2R3Zガバナー公式訪問≫  ８月29日（土）15：00

ホテル国際21 出席委員長　Ｌ．大久保　健
 PR･情報･記録保存･会報･IT委員長　Ｌ．小山　卓延

　PR･情報･記録保存･会報･IT委員の担当例会の枠としまして、どのような掲載をすべきかについて鋭意検討をさせてい
ただきました。その結果、所属委員の一部メンバーより「近況報告」を掲載させていただくことに致しました。

Ｌ．大塚　紀江
　新型コロナウィルス感染症（COVID_19）の感染拡大
から世の中が一転、会社内もプライベートも大きく変化
しました。
　会社は、私の担当部門（宴会・婚礼予約部門）は３月
６月まで宴会が全てキャンセル、照明・空調を止めての
３か月、売り上げが昨年比90％減まで落ち込みました。
社員全員が途方に暮れる中、お弁当の販売に切り替えま
した。綿半さんの駐車場テント内で販売、県庁へ出向い
て販売、100円でも200円でも毎日売り上げを積み上げ
ることに注力する日々でした。現在は、６月の緊急事態
宣言解除から少しずつですが10名～30名ほどの会議のご
予約を頂けるようになりました。プライベートでは、唯
一楽しみの温泉に行かれず、もちろん旅行も外食も一切
せず、人のいない志賀高原の山へお弁当を持ってドライ
ブ・散策が休日の過ごし方に変わりました。「Afterコロナ」
を待つのではなく、「withコロナ」と切り替えて、心から
笑える日々にしていきたいと強く思う日々でございます。

Ｌ．小山　卓延
　私はIT系の仕事に従事しておりますが、新型コロナの
影響を受け、都内を中心とした多くの案件は在宅勤務に
切り替わり、必要に応じてWEB会議システムを活用した
コミュニケーションを取る、政府が提言するところの「新
しい生活様式」を取り入れた働き方へ大きくシフトして
おります。
　そのような中ですが、現在の私は東京都内のオフィス
を拠点として仕事に従事しております。前術したような
働き方がシフトするなか、このコロナ禍で感染リスクの
高い場所に何故という声も聞こえてきそうですが、有難
いことに春先より提案活動を続けていた大型案件への提
案が採用され、そのプロジェクト立上げに注力するが故
の選択でした。やはり、モニターを通じていくらコミュ
ニケーションを取っていたとしても、一度もリアルで会っ
たこともない状況下で大きな仕事を任せる、任せられる、
という事に対しては違和感が払拭できないのも現実だと
感じております。
　１日でも早くwithコロナが世の中に定着し、従来の働
き方と、新しい働き方が融合することで、より進化した
明るい未来に期待しながら「いま」を乗り切ろうと思い
ます。

８月29日(土)午後３時よりホテル国際21にて、「334-E
地区2R3Z ガバナー公式訪問合同特別例会」が開催されま
した。

長野市内でもコロナ感染が拡大する中、ホストクラブの
長野篠ノ井ライオンズクラブ様の万全の感染防止対策が実
施され、L.中村通地区ガバナー、L.若林秀幸2R3Zゾーン
チェアパーソンはじめ大勢の地区役員の皆様をお迎えし、
3Z６クラブの会員の皆様の参加により、盛大な合同特別
例会となりました。

コロナ禍で恒例の記念祝宴は中止となり、3Z会員相互
の交流の場がなかったことは残念でしたが、合同特別例会
では各クラブのストーリーテリングも上映されるなど、あ
らためて3Z各クラブの歴史や活動実績が確認でき、たい
へん有意義な合同例会になったと感じました。

まだまだコロナ禍が続きそうですが、L.中村地区ガバ
ナーのスローガン「We Serve with you！　— よりシン
プルに・よりスリムに・よりクリアに —」に沿って、今
期も社会から求められる奉仕活動に取り組んでまいりま
しょう！

ご参加の皆様、お疲れ様でした。ホストクラブの長野篠
ノ井ライオンズクラブの皆様、ありがとうございました。

L.中村 通　地区ガバナー



＜55期会報４号の訂正＞

　会報前号、第55期会報４号（第311号）の７頁目、「授与関係・表彰関係　
おめでとうございます！」の囲み記事内、LCIFの寄付の回数の記載に誤りが
ありました。申し訳ございません。以下のとおり、訂正いたします。

×　＜ピン＞L.有賀良和（３回目）
	 ⇒　正しくは、＜ピン＞L.有賀良和（４回目）
×　＜ピンと楯＞L.小林博（１回目）
	 ⇒　正しくは、＜ピン＞L.小林博（２回目）

〔会報第312号〕
2020年9月10日

長野中央ライオンズクラブ

PR・情報・記録保存・会報・IT委員会
L．　小山 卓延
長野市妻科426-1
長野県建築士会館6階

☎ 026（235）3988
http://nagano-chuo-lions.logos.jp

７月９日　第一例会
L.田中　博明 10,000円
2019年度国際会長アワード「国際リーダー
シップ賞」をいただきました。皆様の後押し
をいただいた結果です。ありがとうございま
した。

L.和田　正彦 10,000円
１年間、よろしくお願いいたします。

L.海野　正信 5,000円
第一副会長の海野です。
１年間、よろしくお願いいたします。

L.鹿住みよ子 5,000円
第56期第二副会長を仰せつかりました。
１年間、よろしくお願いいたします。

L.﨤町とも子 10,000円
L.和田会長のもと、１年間何卒よろしくお願
いいたします。

L.﨤町とも子 3,000円
お誕生日プレゼント、ありがとうございまし
た。

L.伊藤　　博 10,000円
１年間、よろしくお願いいたします。

L.小林　　学 5,000円
１年間、お世話になります。
どうぞよろしくお願いいたします。

合計 58,000円

８月29日　第二例会
L.大久保　健 3,000円
ガバナー公式訪問、お疲れ様でした。
出席委員長、がんばります！

L.田中　博明 3,000円
久々にお会いでき、たいへんうれしいです。

L.大橋　　晃 3,000円
久々にお会いでき、たいへんうれしいです。

L.伊藤　　博 5,000円
ガバナー公式訪問、L.若林ZC、出席の皆様、
たいへんお疲れ様でした。

L.大前　憲治 10,000円
皆さん、こんにちは！73歳を迎えることが
できましたが、まだまだ、はなたれ小僧です。
健康専一で精進してまいります。

L.宮尾　貴章 5,000円
誕生日プレゼント、ありがとうございます。
本日、初参加です。何卒、よろしくお願いい
たします。

合計 29,000円

ドネーション 編集後記
　第56期会報の編集委員長を務めさ 
せていただきますPR・情報・記録保 
存・会報・IT委員長の小山卓延です。 
新型コロナの影響で活動制限を受
け、少なくとも上半期は書面例会が
中心となる見通しとなっておりま
す。そのような事情から、例会やア
クティビティの様子を写真を使いな
がら皆さまにお届けすることが難し
く、第一号発行に向けてどのように
書面を構成するかについてはとても
悩みました。そのような中、伊藤幹
事をはじめ、関係する皆さまに多大
なるご支援をいただき、なんとか無
事に発行できたこと、心より感謝を
申し上げます。八役ならびに各委員
長の皆さまには一年を通じてご協力
をお願いしていくことになります
が、何卒よろしくお願いいたします。

 編集委員長　L.　小山 卓延

「SNSを活用した献血の呼びかけ」について
視聴覚障がい者福祉・四献推進委員長　L．田部　孝治

新型コロナウィルス感染症により、引き続き行動制限や緊張を強いら
れる状況の中においても、今までの価値観を見つめなおす機会になって
います。

これからの「新しい生活様式」「行動スタイル」をイメージしたとき、
多くの方が利用するSNSを活用した情報発信を思いつきました。
「掲示板ジモティー」は、日本全国各地域のさまざまな地元情報を掲

載するサイトで、多数の情報と多くのカテゴリーがあり、地元の住民が
活発に利用していることから、大きな注目を集めています。

どこまでできるか分かりませんが、諸先輩方のお力添えを頂きなが
ら、できることから前向きに取り入れていきたいと思っております。

掲示板ジモティー


